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私と彦根城（８)　東京学芸大学名誉教授　大石 学

全国商工会議所

「業務災害補償プラン」のご案内
大好評！！

●うつ病による自殺、過労死などによる
新しい労災リスクの 増加

●1億円を超える事例も発生
高額な賠償事例が 続出

●2015年　ストレスチェックの義務化など
企業のメンタルヘルス対策を 強化

新しい労災リスクから会員の皆様をお守りする

2

3

4

全国商工会議所のスケールメリットによる低廉な保険料

1 ストレスチェックサービスを無料で実施
労働安全衛生法の改正に伴い、2015年12月より従業員50名以上の事業場は従業員に対するストレスチェックが義務化されました。
あんしんプロテクトWにご加入のお客様は、Web上で従業員の皆様がストレスチェックを無料で実施できます。

政府労災保険の給付を待たずに保険金のお支払いが可能

5 契約は無記名式。 短期労働者やパート・アルバイトも包括補償
）。すまりあが合場つ待を定決の災労府政（。すで要必が入加のへ険保災労府政

※人数変更があっても報告は不要！

労災事故での高額賠償に備える「使用者賠償責任補償特約」を標準セット

6 保険料は売上高で算出OK　保険料は全額損金参入可能
本広告は、日本商工会議所を契約者とする商工会議所会員向け業務災害総合保険団体契約の概要についてご紹介したもの
です。ご加入にあたっては、必ず「パンフレット兼重要事項説明書」をよくお読みください。保険の内容はあんしんプロテクトW（業
務災害総合保険）の「パンフレット兼重要事項説明書」をご確認ください。詳細は契約者である団体の代表者の方にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明の点がありましたら下欄お問い合わせ先までおたずねください。

制度運営

制度引受保険会社

お問い合わせ先
日本商工会議所

2023年7月作成 23T-000808

東京海上日動の「あんしんプロテクトW®（業務災害総合保険）」
あんしんプロテクトWの特長

最大

約58％
割引

備えが必要

労災リスクへの企業防衛策と、
メンタルヘルス対策への

備えが必要です！

（＊1）団体割引30％・過去の損害率による割引30％・包括契約割引10％・健康経営割引5% ）6＊（）3＊（
（＊2） ）6＊（）5＊（）4＊（。すまき引り割％３を料険保、合場るれさ入加ごてしと者険保被を者業事たれさ録登証認に度制証認場職いすやき働
（＊3）経済産業省が実施する、優良な健康経営を実施している大企業や中小企業等の法人を顕彰する制度による割引です。
（＊4）働きやすい職場認証制度とは、2020年8月に国土交通省が創設した、運転者職場環境良好度認証制度の通称です。
（＊5）健康経営割引が適用される場合は、本割引は適用しません。

。すまき除を分部」料険保償補険危波津・火噴・震地「）6＊（
保険始期：2023年10月1日午後4時から2024年9月1日午後4時にご加入の場合

（＊1）
（＊2）

［担当課支社］
〒522-0074
滋賀県彦根市大東町 3-1  近江鉄道彦根西ビル 2F
東京海上日動火災保険株式会社
滋賀支店　滋賀中央支社
TEL：0749-24-1811　FAX：050-3385-6113

彦根らしい創業支援の姿とは
－日本政策金融公庫彦根支店長インタビュー－
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R o a d  t o  W o r l d  H e r i t a g e

　
１
０
０
年
以
上
の
戦
国
時
代
を
克
服

し
て
始
ま
っ
た
江
戸
時
代
は
、２
５
０
年

以
上
に
わ
た
り
国
内
で
も
外
国
と
も
戦

争
を
し
な
い
世
界
史
上
稀
有
な「
平
和
」

の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、自
然
・
宗

教
の
大
き
な
影
響
力
の
も
と
、呪
術
や
武

力
に
よ
る
問
題
解
決
・
秩
序
形
成
を
基

礎
と
す
る「
未
開
社
会
」か
ら
、法
と
文

明
に
も
と
づ
く
制
度
・
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
た「
文
明
社
会
」へ
の
転
換
で
も
あ

っ
た
。「
平
和
」の
達
成
に
と
も
な
い
、全

国
各
地
に
広
く
存
在
し
た
城
郭
の
多
く

は
破
却
さ
れ
、残
っ
た
も
の
も
軍
事
施
設

か
ら
行
政
施
設
へ
と
機
能
と
性
格
を
変

化
さ
せ
た
。そ
し
て
、城
郭
に
勤
め
る
武

士
も
ま
た
戦
闘
者
か
ら
官
僚
へ
と
、そ
の

性
格
を
大
き
く
変
え
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、現
代
に
残
る
江
戸
時
代
の
城
郭

は
、そ
の
壮
大
さ
美
し
さ
に
お
い
て
、日

本
人
の
み
な
ら
ず
外
国
人
か
ら
も
強
い

関
心
を
集
め
、文
化
財
・
観
光
資
源
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。と
も

す
る
と
、石
垣
、堀
、櫓
、枡
形
門
、挟
間
、

石
落
し
な
ど
の
軍
事
施
設
や
そ
の
機
能

が
注
目
さ
れ
る
が
、実
は
、江
戸
時
代
の

城
郭
の
ほ
と
ん
ど
は
、戦
争
を
経
験
し
な

い「
平
和
の
施
設
」で
あ
っ
た
。

　
私
自
身
、観
光
や
研
究
の
対
象
と
し
て

長
く
親
し
ん
で
き
た
国
宝
彦
根
城
は
、慶

長
８
年（
１
６
０
３
）２
月
12
日
の
徳
川

家
康
の
征
夷
大
将
軍
就
任
と
同
じ
月
に

築
造
が
開
始
さ
れ
、「
徳
川
の
平
和
」の
開

幕
を
告
げ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

初
代
藩
主
の
井
伊
直
政
は
、慶
長
５
年

（
１
６
０
０
）関
ケ
原
合
戦
後
、家
康
に
よ

り
、年
来
の
武
功
を
称
賛
さ
れ
、「
開
国
の

元
勲
」（『
徳
川
実
紀
』）と
評
さ
れ
た
。石

田
三
成
の
居
城
佐
和
山
城
を
与
え
ら
れ

た
直
政
は
、家
康
の
許
可
を
得
て
、そ
の

西
南
の
地
、琵
琶
湖
畔
の
彦
根
に
新
た
に

築
城
を
計
画
し
た
。
慶
長
７
年
２
月
１

日
直
政
は
死
去
す
る
が
、６
月

６
日
彦
根
城
は
完
成
し
、７
月

１
日
長
子
直
継
が
佐
和
山
城

か
ら
彦
根
城
に
移
り
、こ
こ
に

彦
根
藩
が
成
立
し
た
。
当
時
、

彦
根
は
、フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
地

で
あ
り
、山
城
佐
和
山
城
か
ら

平
城
彦
根
城
へ
の
井
伊
家
の

移
転
は
、戦
国
時
代
の
終
焉
を

示
す
出
来
事
で
あ
っ
た
。家
康
は
、彦
根

が「
帝
都
警
衛
の
要
地
」（『
徳
川
実
紀
』）

で
あ
る
こ
と
か
ら
、美
濃
、尾
張
、飛
彈
、

越
前
、伊
賀
、伊
勢
、若
狭
の
七
か
国
の
人

夫
を
動
員
す
る
公
儀
普
請
を
実
施
し
、城

郭
の
石
垣
を
築
い
た
。
そ
の
２
５
０
年

後
の
幕
末
、元
治
元
年（
１
８
６
４
）に

松
代
藩
の
洋
学
者
佐
久
間
象
山
は
、尊
王

攘
夷
激
派
に
席
捲
さ
れ
て
い
る
京
都
か

ら
孝
明
天
皇
を「
御
動
座
彦
根
城
ニ
奉
移

義
ヲ
企
」（『
史
料
叢
書「
幕
末
風
聞
集
」』

東
海
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
史
料
翻

刻
」）と
、彦
根
に
移
す
計
画
を
立
て
、そ

の
た
め
に
京
都
で
激
派
に
暗
殺
さ
れ
て

し
ま
う
。

　
し
か
し
、江
戸
時
代
２
５
０
年
の「
平

和
」と「
文
明
化
」は
、フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
っ
た
彦
根
を
、帝
都
京
都
の
文
明
を
引

き
受
け
る
ま
で
に
成
長
さ
せ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
さ
て
、幕
末
期
の
彦
根
藩
第
13
代
当
主

井
伊
直
弼
は
、攘
夷
派
の
強
い
反
対
を
押

し
切
っ
て
西
洋
列
強
と
の
貿
易
を
許
可

す
る「
開
国
」を
断
行
し
た
。
パ
ク
ス
・

ト
ク
ガ
ワ
ー
ナ
は
、彦
根
藩
井
伊
直
政
の

「
開
国
」で
始
ま
り
、直
弼
の「
開
国
」で

終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
平
成
４
年（
１
９
９
２
）、彦
根
城
は
日

本
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
掲
載
さ

れ
た
が
、そ
の
後
30
年
間
登
録
推
薦
を
見

送
ら
れ
て
い
る
。令
和
元
年（
２
０
１
９
）

に
始
ま
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
や
、同
４
年
勃
発
の
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
な
ど
は
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
も
と
で
の「
平
和
」と「
日
常
」

の
大
切
さ
を
世
界
的
に
再
認
識
さ
せ
て

い
る
。私
た
ち
が
、彦
根
城
を
軍
事
施
設

と
し
て
で
は
な
く
、「
平
和
」「
文
化
」「
文

明
」の
象
徴
・
歴
史
遺
産
と
し
て
、そ
の
価

値
を
世
界
に
発
信
す
る
意
義
は
大
き
い
。

世界遺産への道 私と彦根城（8）
東京学芸大学名誉教授　大石 学 （おおいし まなぶ）

大石 学 プロフィール
1953年東京都生まれ。 東京学芸大学大学
院教育学研究科（修士課程）修了。 2001年
より東京学芸大学教授。 2016年4月～
2018年3月まで東京学芸大学副学長を務
める。 2023年8月まで日本芸術文化振興
会監事。 
『るろうに剣心』（2012～2021年）、『柘榴坂
の仇討』（2014年）、『新選組！』（2004年）、
『龍馬伝』（2010年）、『八重の桜』（2013
年）、『花燃ゆ』（2015年）、『西郷どん』
（2018年）など数多くの映画や大河ドラマ
の時代考証も手掛けている。 主な著書に
『新選組―「最後の武士」の実像―』（中公新
書、2004年）、『江戸の教育力―近代日本
の知的基盤―』（東京学芸大出版会、2007
年）、『敗者の日本史15・近世日本の勝者と
敗者』（吉川弘文館、2015年）など。 

や
ぐ
ら
ま
す
が
た
も
ん

は
ざ 

ま

や
ま
じ
ろ

ひ
ら
じ
ろ
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パ
ク
ス
・
ト
ク
ガ
ワ
ー
ナ

映像・音響・情報通信システム設計施工　　人にやさしいシステムつくりをモットーに

 本社  〒522-0033 滋賀県彦根市芹川町 593-1     
　　　TEL 0749-22-7903 FAX 0749-23-8202 

京都営業所　〒600-8141 京都市下京区西木屋町通七条上る新日吉町124-3
             　 TEL 075-353-5637　FAX 075-352-2801

https://www.akebono-tokki.com

非常･業務放送・音響システム 防犯カメラシステム

プロジェクター・AVシステム 画像伝送・TV会議システム

学校・文化ホールなど、あら
ゆる場所において放送設備が
利用されています。また、万
一の災害に備えて非常放送設
備の設置が必要です。当社で
は信頼性のある最新の機器と
確かな技術で提案・設計させ
ていただきます。

鮮明な映像と聴きやすい音響により、PCプレゼンテーションや
ビデオ上映などより簡単な操作で運営できるよう、お客様の声を
反映させながらシステムを構築いたします。

高画質な動画や静止画で多地点プレゼンテーションや会議、遠隔
教育など様々な用途で活用できます。世界中の会議室がネット
でつながります。

ブロードバンドの急速な普及
により、活躍の場が拡大しつ
つあるネットワークカメラ。
さまざまな分野での利用が
増えてきています。

（株）ユーコー

子供たちの未来がより幸せなものでありますように。
たくさんの笑顔を願って、私たちは地域社会へ貢献してまいります。

私たちは事業活動の強みを活かしながら社会的課題に取り組む
ことが社会貢献であると考えています。次世代を担う子供たちが
安心して健やかに成長していくためにチャリティ
活動、スポーツ支援、教育支援、地域貢献の４つ
の分野を中心に、子供たちの食・体・心が豊かに
育まれることを目指して取り組んでいます。

マクドナルドの社会貢献
チャリティ

スポーツ支援

教育支援

地域貢献

Scale for Good

DMHCについて

子どもが病気になったとき、家族はなによりもまず、子どもに最善の
治療を受けさせよう！と考えるもの。でも、もしその病院が自宅から遠
い場所にあったら……。ここは、自宅から遠く離れた病院に入院してい
るお子さんとご家族のための第二のわが家。お子さんの治療に付き添
うご家族のための滞在施設です。
ドナルド・マクドナルド・ハウスは、このようなご家族をサポートするた
めに生まれました。コンセプトは"Home-away-from-home"わが家
のようにくつろげる第二の家。病気のお子さんに付きそうご家族が、
自宅にいるようにゆったりすごせること、それがハウスの願いです。
" Keeping Families Close "、どんな時でも家族が
一緒にいられるように。 それが私たちの願いです。
2021年9月現在、45の国と地域に377ヵ所、日本国内
（東京都・宮城県・大阪府・栃木県・北海道・愛知県・福岡
県・兵庫県・埼玉県・新潟県）12ヵ所に開設しています。

ドナルド・マクドナルド・ハウスについて

「
平
和
」「
文
明
」の
象
徴
・

　
　
　
歴
史
遺
産
と
し
て
の
彦
根
城
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我
が
国
の
経
済
状
況
は
、過
去
数
十
年

の
間
で
目
ま
ぐ
る
し
く
大
き
な
変
化
を

遂
げ
て
き
た
。
社
会
構
造
の
変
化
も
伴

い
、長
期
の
経
済
停
滞
と
少
子
高
齢
化
よ

っ
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
奨
励

し
、地
方
創
生
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
政
府
に
よ
る
支
援
策
に
よ
っ

て
、補
助
金
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の
整
備
が
行
わ

れ
、地
方
自
治
体
で
は
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
様
々
な
支
援
制
度
を
展
開
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
当
所
で
も
起
業
塾
の
実
施
や
個
別
面

談
に
よ
る
創
業
計
画
書
等
の
作
成
支
援

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、今
回

は
、政
策
金
融
機
関
と
し
て
、創
業
者
向
け

の
融
資
を
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
様
々

な
地
で
地
域
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
日
本

政
策
金
融
公
庫 

彦
根
支
店
の
富
森
正
喜

支
店
長
よ
り
話
を
伺
い
、「
創
業
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
現
在
の
全
国
動
向
や
私
た
ち

の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫（
以
下
日
本
公

庫
）の
令
和
４
年
度
の
創
業
融
資
実
績

（
創
業
前
及
び
創
業
後
１
年
以
内
の
企
業

へ
の
融
資
実
績
）は
、全
国
で
２
５
５
０

０
先（
前
年
度
比
98
・
１
％
）と
、前
年
度

並
み
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
滋
賀
県

内
に
お
い
て
も
、前
年
度
並
み
の
実
績

（
前
年
度
比
１
０
１
・
３
％
）と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、全
国
及
び
県

内
に
お
い
て
も
、創
業
前
の
融
資
実
績
は

２
年
連
続
で
増
加
す
る
な
ど
、ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
に
向
け
、創
業
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。特
に
、20
代
〜
30

代
の
女
性
向
け
の
創
業
前
融
資
実
績
は
、

コ
ロ
ナ
禍
前（
令
和
元
年
度
）を
上
回
る

水
準
と
な
っ
て
お
り
、若
い
世
代
の
女
性

を
は
じ
め
、「
創
業
」を
働
き
方
の
選
択
肢

の
一
つ
と
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

　
特
徴
的
な
例
と
し
て
は
、地
方
に
移
住

し
創
業
す
る「
移
住
創
業
」が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活

動
し
て
い
た
20
代
の
女
性
が
、そ
の
地
域

の
魅
力
に
惚
れ
込
み
、地
産
地
消
を
促

し
、地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
ク
レ
ー
プ
屋

を
創
業
し
た
と
い
っ
た
事
例
が
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、近
年
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
も
あ
り
、都
市
部
か
ら
地
方
に
移
住

し
、そ
の
地
で
創
業
す
る
と
い
う
事
例
を

よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た〝
非

接
触
〞ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
う
け
、大
き

な
店
舗
を
設
け
ず
に
、必
要
最
低
限
の
設

備
で
創
業
し
、マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
、「
創

業
の
小
規
模
化
」も
一
つ
の
特
徴
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。最
近
で
は
、パ
ー
ソ
ナ

ル
ジ
ム
や
美
容
室
等
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

サ
ロ
ン
が
代
表
的
な
事
例
で
す
。
当
支

店
の
業
務
区
域
に
お
い
て
も
、美
容
師
と

し
て
経
験
を
積
ん
だ
女
性
が
、完
全
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ロ
ン
を

店
舗
兼
自
宅
と
し
て
創
業
し
た
と
い
っ

た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
方
創
生
を
進
め
て
い
く
う
え
で
大

き
な
力
と
な
る
の
は
、地
元
の
ビ
ジ
ネ
ス

の
成
長
と
活
性
化
で
す
。そ
し
て
、地
方

創
生
と
は
、ひ
と
言
で
言
え
ば
人
口
減
少

を
止
め
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
が
起
き
る
原
因
の
一
つ
は

若
者
が
進
学
や
就
職
で
い
っ
た
ん
都
市

部
に
出
て
い
っ
た
ら
戻
っ
て
こ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
減
っ
て
い
く

の
は
若
者
で
あ
り
、Ｕ
タ
ー
ン
、I
タ
ー

ン
等
を
希
望
す
る
若
者
が
戻
っ
て
か
ら

や
れ
る
仕
事
が
あ
る
か
ど
う
か
。
大
学

生
が
就
職
先
と
し
て
地
方
を
選
ぶ
よ
う

に
、創
業
と
い
う
選
択
肢
に
よ
り
地
方
で

も
自
己
実
現
で
き
る
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
て
も
ら
え
る
土
壌
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
し

て
、若
者
に
よ
る
創
業
を
見
据
え

た
機
運
の
醸
成
は
、創
業
に
と
っ

て
重
要
な
鍵
と
な
り
ま
す
。例
え

ば
、人
口
減
少
が
起
き
る
と
地
域

に
ど
ん
な
変
化
が
起
き
る
か
を

想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。人
口
減

少
に
よ
っ
て
起
こ
る
こ
と
は
、生

活
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
で
す
。採
算

が
合
わ
な
く
な
れ
ば
い
つ
も
給

油
し
て
い
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
日

常
の
買
い
物
を
す
る
商
店
が
無
く
な
り

ま
す
。路
線
バ
ス
が
減
便
、廃
線
と
な
っ

て
車
の
運
転
が
で
き
な
い
お
年
寄
り
が

で
て
き
ま
す
。こ
の
よ
う
な
問
題
は
、「
地

域
の
利
便
性
の
低
さ
」や「
働
く
場
の
少

な
さ
」と
い
っ
た
地
域
の
課
題
を
浮
き
彫

り
に
し
ま
す
。そ
し
て
こ
の
問
題
は
、山

奥
の
限
界
集
落
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、地
方
で
は
駅
前
の
商
店
街
で
も
十
分

に
起
こ
り
得
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
の
未
来
を
想
像
し

て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
、そ
の
課
題
に
対

し
、自
身
の
考
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
地
域
の

課
題
を
解
決
で
き
な
い
か
？
と
考
え
る

と
こ
ろ
に
創
業
の
芽
が
育
ち
ま
す
。
企

業
と
地
域
と
の
新
し
い
関
係
を
創
造
す

る
こ
と
。地
域
の
課
題
解
決
に
は
、ど
う

や
ら
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
転
が
っ
て

い
る
と
気
づ
い
た
若
者
た
ち
が
地
元
を

選
ん
で
く
れ
た
ら
地
方
は
元
気
に
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
利
益
を
生
む
の
は
大
都
市

だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
若
者
が「
大
都
市

で
は
実
入
り
は
い
い
け
ど
家
賃
も
物
価

も
高
い
。
む
し
ろ
自
己
実
現
で
き
る
仕

事
が
あ
る
な
ら
地
方
が
い
い
」と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
、地
域
の
創
業
機
運
を
高
め

て
い
け
ば
、地
域
の
担
い
手
と
な
る
若
者

が
増
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ

ん
な
発
想
豊
か
な
若
者
が
、地
域
課
題
の

解
決
に
繋
が
る
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
地
域
の
利
便
性

が
高
ま
る
と
と
も
に
、従
業
員
を
雇
う
こ

と
で
働
く
場
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
波

及
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
彦
根
市
に
お
い
て
も
創
業
機
運
を
高

め
て
い
く
た
め
に
商
工
会
議
所
、商
工

会
、地
域
金
融
機
関
、行
政
な
ど
の
関
係

機
関
と
日
本
公
庫
が
連
携
し
、持
続
的
な

創
業
支
援
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
の
一
翼
を
担
い
、地
方
で
活

躍
す
る
企
業
は
、小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業

の
割
合
が
高
く
、中
小
企
業
が
多
い
の
が

特
徴
で
す
。地
域
の
課
題
解
決
は
、大
都

市
に
本
社
を
置
く
大
企
業
が
苦
手
と
し
、

小
回
り
が
利
く
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
の
独
壇
場
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
志
す
若
い
担
い
手

が
繋
が
り
あ
い
、価
値
を
共
有
す
る
こ
と

で
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
ま

す
。

　
彦
根
に
は
３
大
学
が
あ
っ
て
、学
生
が

す
ん
な
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
っ
て

い
け
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
は
、地
域
に
住
ん
で
活
動
し
、

地
域
貢
献
し
て
も
ら
う
。
そ
の
中
で
人

間
関
係
が
構
築
さ
れ
て
自
信
を
持
つ
、そ

し
て
土
着
の
人
と
な
る
。と
い
う
ス
テ
ッ

プ
を
踏
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
点
で
言
う

と
、学
生
は
そ
れ
以
前
に
地
域
を
知
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
自
分
の
思
い
描
い
て
い

る
こ
と
を
や
れ
た
ら
理
想
的
で
す
よ
ね
。

　
そ
こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、

今
、事
業
を
や
っ
て
い
る
彦
根
の
皆
さ
ん

の
存
在
で
す
。い
い
ま
ち
に
し
よ
う
、創

業
者
を
増
や
そ
う
、そ
ん
な
前
向
き
な
姿

勢
や
ま
ち
の
雰
囲
気
を
学

生
時
代
に
見
て
い
れ
ば
、

必
ず
留
ま
っ
て
く
れ
る
、

帰
っ
て
き
て
く
れ
る
は
ず

で
す
。

　
そ
ん
な
若
い
担
い
手
同

士
が
繋
が
り
あ
い
形
成
さ

れ
た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
は
、都
市
部
と
比
べ
て

出
生
率
の
高
い
地
方
へ
の

移
住
定
住
の
原
動
力
と
な

り
ま
す
。
地
域
が
活
性
化

す
る
こ
と
で
地
域
の
魅
力

が
高
ま
り
、域
外
か
ら
の

人
口
流
入
が
増
え
て
い
く

…
…

そ
ん
な
姿
が
、私
た

ち
の
目
指
す
べ
き
地
方
創

生
の
姿
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
私
の
前
任
地
の
小
松
支
店（
石
川
県
）

で
は
、小
松
市
、加
賀
市
及
び
能
美
市
そ

れ
ぞ
れ
の
商
工
振
興
の
担
当
部
署
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
創
業
パ
ネ
ル
展
示
会
や

個
別
相
談
会
を
実
施
し
た
の
で
す
が
、彦

根
市
で
も
実
施
に
向
け
て
動
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
創
業
支
援
の
実
績
や

地
方
で
の
創
業
事
例
を
わ
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
展
示
用
パ
ネ
ル
を
、Ｕ・Ｉ
タ

ー
ン
な
ど
様
々
な
事
情
で
そ
の
街
を
訪

れ
る
方
が
一
度
は
立
ち
寄
る
市
役
所
に

設
置
す
る
こ
と
で
、創
業
に
関
心
を
持

ち
、将
来
の
選
択
肢
と
す
る
人
も
で
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
と
境
遇
が

似
て
い
る
方
の
創
業
事
例
を
見
て「
実
際

そ
ん
な
に
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
い
の
か

も
、や
っ
て
み
よ
う
か
な
？
」と
い
う
き

っ
か
け
に
も
な
り
得
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
度
４
５
５
校
、４
９
９
６
件

の
応
募
と
な
っ
た「
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
は
、若
者
の
創
業

マ
イ
ン
ド
向
上
を
目
的
に
県
内
か
ら
は
県

立
彦
根
東
高
等
学
校
な
ど
計
５
校
が
参

加
、県
立
大
津
商
業
高
等
学
校
の
チ
ー
ム

が
ベ
ス
ト
10
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
あ
る
地
域
で
は
、商
工
会
議
所
と
連
携

し
、公
庫
職
員
と
経
営
指
導
員
が
高
校
生

に
授
業
を
し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

地
域
の
課
題
や
そ
の
解
決
方
法
に
つ
い

て
詳
し
い
経
営
指
導
員
が
、高
校
生
が
考

え
た
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
に
対
し
て
助

言
を
行
う
こ
と
で
、地
元
に
関
心
を
も
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
参
加
者
の
中
に
は
、グ
ラ
ン

プ
リ
参
加
を
き
っ
か
け
に
起
業
し
、地
元

に
残
り
、地
域
を
け
ん
引
す
る
若
手
起
業

家
等
も
で
て
き
て
い
ま
す
。
若
年
層
へ

の
起
業
教
育
と
し
て
、彦
根
で
も
各
所
と

連
携
し
つ
つ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
近
年
、滋
賀
県
で
は
少
子
化
の
影
響
で

高
校
が
全
県
一
区
と
な
り
、結
果
進
学
先

は
県
南
志
向
に
あ
り
ま
す
。そ
の
生
徒
た

ち
は
次
に
京
阪
の
大
学
へ
進
学
す
る
。そ

う
す
る
と
滋
賀
に
戻
る
よ
り
も
そ
こ
で
働

く
ほ
う
が
良
い
よ
ね
、と
い
っ
た
こ
と
が

現
実
と
し
て
起
こ
っ
て
い
ま
す
。滋
賀
県

全
体
で
喫
緊
の
課
題
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

富森正喜支店長プロフィール
京都市出身。平成６年国民金融公庫に入庫。令
和５年３月より日本政策金融公庫彦根支店長。
政策金融機関として資金繰り支援だけでなく、
中小企業の皆さまへのご融資を通じた経験、知
識を活かし地域活性化への貢献にも力を入れて
いる。

全
国
、県
内
に
お
い
て
の

創
業
動
向
に
つ
い
て

地
方
創
生
か
ら
み
る
創
業
の
鍵

特集 彦根らしい創業支援の姿とは　　日本政策金融公庫彦根支店長インタビュー

令和 4 年度創業融資実績（日本政策金融公庫）
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国
道
８
号
バ
イ
パ
ス
早
期
推
進
に
関
わ
る

県
・
近
畿
地
方
整
備
局
・
中
央
要
望

　
国
道
８
号
バ
イ
パ
ス
彦
根
・
東
近
江
間

整
備
促
進
連
絡
会
と
し
て
、７
月
24
日
に

近
畿
地
方
整
備
局
と
滋
賀
県
、８
月
31
日

に
財
務
省
、国
土
交
通
省
、衆
参
議
員
会
館

等
へ
、彦
根
市
長
、多
賀
町
長
等
出
席
の
も

と
要
望
活
動
と
し
て
訪
問
し
ま
し
た
。当

所
か
ら
は
野
﨑
専
務
理
事
と
、近
畿
地
方

整
備
局
、滋
賀
県
へ
の
要
望
に
は
沼
尾
会

頭
、国
へ
の
要
望
に
は
民
間
企
業
の
代
表

と
し
て
㈱
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
百
田
執
行
役
員
滋
賀
地
区
担
当
彦
根

事
業
所
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
昨
年
の
大
雪
で
交
通
機
関
が
マ
ヒ
し
、

本
市
の
物
流
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
こ

と
や
、慢
性
的
な
交
通
渋
滞
、２
０
２
４
年

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
方
の
改
革
等
、現

場
の
立
場
か
ら
切
実
に
要
望
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
で
は
、技
術
部
門
ト
ッ
プ
か

ら
国
道
８
号
線
バ
イ
パ
ス
が
優
先
事
項
で

あ
る
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

姉
妹
提
携
55
周
年
、さ
ら
な
る
両
県
州
の
発
展
へ

―

ミ
シ
ガ
ン
州
知
事
来
県―

　
滋
賀
県
と
姉
妹
協
定
を
締
結
し
て
い
る

米
国
ミ
シ
ガ
ン
州
の
ホ
イ
ッ
ト
マ
ー
知
事

や
経
済
団
体
関
係
者
等
約
20
名
が
来
県
、

県
内
企
業
や
歴
史
施
設
を
見
学
し
、三
日

月
滋
賀
県
知
事
と
確
認
書
を
取
り
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　
知
事
ら
は
９
月
９
日
に
来
日
し
、和
田

彦
根
市
長
や
ひ
こ
に
ゃ
ん
が
出
迎
え
る
玄

おめでとうございます！

　
我
が
国
の
経
済
状
況
は
、過
去
数
十
年

の
間
で
目
ま
ぐ
る
し
く
大
き
な
変
化
を

遂
げ
て
き
た
。
社
会
構
造
の
変
化
も
伴

い
、長
期
の
経
済
停
滞
と
少
子
高
齢
化
よ

っ
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
奨
励

し
、地
方
創
生
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
政
府
に
よ
る
支
援
策
に
よ
っ

て
、補
助
金
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の
整
備
が
行
わ

れ
、地
方
自
治
体
で
は
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
様
々
な
支
援
制
度
を
展
開
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
当
所
で
も
起
業
塾
の
実
施
や
個
別
面

談
に
よ
る
創
業
計
画
書
等
の
作
成
支
援

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、今
回

は
、政
策
金
融
機
関
と
し
て
、創
業
者
向
け

の
融
資
を
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
様
々

な
地
で
地
域
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
日
本

政
策
金
融
公
庫 

彦
根
支
店
の
富
森
正
喜

支
店
長
よ
り
話
を
伺
い
、「
創
業
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
現
在
の
全
国
動
向
や
私
た
ち

の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫（
以
下
日
本
公

庫
）の
令
和
４
年
度
の
創
業
融
資
実
績

（
創
業
前
及
び
創
業
後
１
年
以
内
の
企
業

へ
の
融
資
実
績
）は
、全
国
で
２
５
５
０

０
先（
前
年
度
比
98
・
１
％
）と
、前
年
度

並
み
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
滋
賀
県

内
に
お
い
て
も
、前
年
度
並
み
の
実
績

（
前
年
度
比
１
０
１
・
３
％
）と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、全
国
及
び
県

内
に
お
い
て
も
、創
業
前
の
融
資
実
績
は

２
年
連
続
で
増
加
す
る
な
ど
、ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
に
向
け
、創
業
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。特
に
、20
代
〜
30

代
の
女
性
向
け
の
創
業
前
融
資
実
績
は
、

コ
ロ
ナ
禍
前（
令
和
元
年
度
）を
上
回
る

水
準
と
な
っ
て
お
り
、若
い
世
代
の
女
性

を
は
じ
め
、「
創
業
」を
働
き
方
の
選
択
肢

の
一
つ
と
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

　
特
徴
的
な
例
と
し
て
は
、地
方
に
移
住

し
創
業
す
る「
移
住
創
業
」が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活

動
し
て
い
た
20
代
の
女
性
が
、そ
の
地
域

の
魅
力
に
惚
れ
込
み
、地
産
地
消
を
促

し
、地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
ク
レ
ー
プ
屋

を
創
業
し
た
と
い
っ
た
事
例
が
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、近
年
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
も
あ
り
、都
市
部
か
ら
地
方
に
移
住

し
、そ
の
地
で
創
業
す
る
と
い
う
事
例
を

よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た〝
非

接
触
〞ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
う
け
、大
き

な
店
舗
を
設
け
ず
に
、必
要
最
低
限
の
設

備
で
創
業
し
、マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
、「
創

業
の
小
規
模
化
」も
一
つ
の
特
徴
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。最
近
で
は
、パ
ー
ソ
ナ

ル
ジ
ム
や
美
容
室
等
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

サ
ロ
ン
が
代
表
的
な
事
例
で
す
。
当
支

店
の
業
務
区
域
に
お
い
て
も
、美
容
師
と

し
て
経
験
を
積
ん
だ
女
性
が
、完
全
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ロ
ン
を

店
舗
兼
自
宅
と
し
て
創
業
し
た
と
い
っ

た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
方
創
生
を
進
め
て
い
く
う
え
で
大

き
な
力
と
な
る
の
は
、地
元
の
ビ
ジ
ネ
ス

の
成
長
と
活
性
化
で
す
。そ
し
て
、地
方

創
生
と
は
、ひ
と
言
で
言
え
ば
人
口
減
少

を
止
め
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
が
起
き
る
原
因
の
一
つ
は

若
者
が
進
学
や
就
職
で
い
っ
た
ん
都
市

部
に
出
て
い
っ
た
ら
戻
っ
て
こ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
減
っ
て
い
く

の
は
若
者
で
あ
り
、Ｕ
タ
ー
ン
、I
タ
ー

ン
等
を
希
望
す
る
若
者
が
戻
っ
て
か
ら

や
れ
る
仕
事
が
あ
る
か
ど
う
か
。
大
学

生
が
就
職
先
と
し
て
地
方
を
選
ぶ
よ
う

に
、創
業
と
い
う
選
択
肢
に
よ
り
地
方
で

も
自
己
実
現
で
き
る
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
て
も
ら
え
る
土
壌
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
し

て
、若
者
に
よ
る
創
業
を
見
据
え

た
機
運
の
醸
成
は
、創
業
に
と
っ

て
重
要
な
鍵
と
な
り
ま
す
。例
え

ば
、人
口
減
少
が
起
き
る
と
地
域

に
ど
ん
な
変
化
が
起
き
る
か
を

想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。人
口
減

少
に
よ
っ
て
起
こ
る
こ
と
は
、生

活
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
で
す
。採
算

が
合
わ
な
く
な
れ
ば
い
つ
も
給

油
し
て
い
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
日

常
の
買
い
物
を
す
る
商
店
が
無
く
な
り

ま
す
。路
線
バ
ス
が
減
便
、廃
線
と
な
っ

て
車
の
運
転
が
で
き
な
い
お
年
寄
り
が

で
て
き
ま
す
。こ
の
よ
う
な
問
題
は
、「
地

域
の
利
便
性
の
低
さ
」や「
働
く
場
の
少

な
さ
」と
い
っ
た
地
域
の
課
題
を
浮
き
彫

り
に
し
ま
す
。そ
し
て
こ
の
問
題
は
、山

奥
の
限
界
集
落
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、地
方
で
は
駅
前
の
商
店
街
で
も
十
分

に
起
こ
り
得
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
の
未
来
を
想
像
し

て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
、そ
の
課
題
に
対

し
、自
身
の
考
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
地
域
の

課
題
を
解
決
で
き
な
い
か
？
と
考
え
る

と
こ
ろ
に
創
業
の
芽
が
育
ち
ま
す
。
企

業
と
地
域
と
の
新
し
い
関
係
を
創
造
す

る
こ
と
。地
域
の
課
題
解
決
に
は
、ど
う

や
ら
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
転
が
っ
て

い
る
と
気
づ
い
た
若
者
た
ち
が
地
元
を

選
ん
で
く
れ
た
ら
地
方
は
元
気
に
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
利
益
を
生
む
の
は
大
都
市

だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
若
者
が「
大
都
市

で
は
実
入
り
は
い
い
け
ど
家
賃
も
物
価

も
高
い
。
む
し
ろ
自
己
実
現
で
き
る
仕

事
が
あ
る
な
ら
地
方
が
い
い
」と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
、地
域
の
創
業
機
運
を
高
め

て
い
け
ば
、地
域
の
担
い
手
と
な
る
若
者

が
増
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ

ん
な
発
想
豊
か
な
若
者
が
、地
域
課
題
の

解
決
に
繋
が
る
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
地
域
の
利
便
性

が
高
ま
る
と
と
も
に
、従
業
員
を
雇
う
こ

と
で
働
く
場
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
波

及
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
彦
根
市
に
お
い
て
も
創
業
機
運
を
高

め
て
い
く
た
め
に
商
工
会
議
所
、商
工

会
、地
域
金
融
機
関
、行
政
な
ど
の
関
係

機
関
と
日
本
公
庫
が
連
携
し
、持
続
的
な

創
業
支
援
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
の
一
翼
を
担
い
、地
方
で
活

躍
す
る
企
業
は
、小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業

の
割
合
が
高
く
、中
小
企
業
が
多
い
の
が

特
徴
で
す
。地
域
の
課
題
解
決
は
、大
都

市
に
本
社
を
置
く
大
企
業
が
苦
手
と
し
、

小
回
り
が
利
く
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
の
独
壇
場
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
志
す
若
い
担
い
手

が
繋
が
り
あ
い
、価
値
を
共
有
す
る
こ
と

で
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
ま

す
。

　
彦
根
に
は
３
大
学
が
あ
っ
て
、学
生
が

す
ん
な
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
っ
て

い
け
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
は
、地
域
に
住
ん
で
活
動
し
、

地
域
貢
献
し
て
も
ら
う
。
そ
の
中
で
人

間
関
係
が
構
築
さ
れ
て
自
信
を
持
つ
、そ

し
て
土
着
の
人
と
な
る
。と
い
う
ス
テ
ッ

プ
を
踏
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
点
で
言
う

と
、学
生
は
そ
れ
以
前
に
地
域
を
知
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
自
分
の
思
い
描
い
て
い

る
こ
と
を
や
れ
た
ら
理
想
的
で
す
よ
ね
。

　
そ
こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、

今
、事
業
を
や
っ
て
い
る
彦
根
の
皆
さ
ん

の
存
在
で
す
。い
い
ま
ち
に
し
よ
う
、創

業
者
を
増
や
そ
う
、そ
ん
な
前
向
き
な
姿

勢
や
ま
ち
の
雰
囲
気
を
学

生
時
代
に
見
て
い
れ
ば
、

必
ず
留
ま
っ
て
く
れ
る
、

帰
っ
て
き
て
く
れ
る
は
ず

で
す
。

　
そ
ん
な
若
い
担
い
手
同

士
が
繋
が
り
あ
い
形
成
さ

れ
た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
は
、都
市
部
と
比
べ
て

出
生
率
の
高
い
地
方
へ
の

移
住
定
住
の
原
動
力
と
な

り
ま
す
。
地
域
が
活
性
化

す
る
こ
と
で
地
域
の
魅
力

が
高
ま
り
、域
外
か
ら
の

人
口
流
入
が
増
え
て
い
く

…
…

そ
ん
な
姿
が
、私
た

ち
の
目
指
す
べ
き
地
方
創

生
の
姿
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
私
の
前
任
地
の
小
松
支
店（
石
川
県
）

で
は
、小
松
市
、加
賀
市
及
び
能
美
市
そ

れ
ぞ
れ
の
商
工
振
興
の
担
当
部
署
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
創
業
パ
ネ
ル
展
示
会
や

個
別
相
談
会
を
実
施
し
た
の
で
す
が
、彦

根
市
で
も
実
施
に
向
け
て
動
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
創
業
支
援
の
実
績
や

地
方
で
の
創
業
事
例
を
わ
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
展
示
用
パ
ネ
ル
を
、Ｕ・Ｉ
タ

ー
ン
な
ど
様
々
な
事
情
で
そ
の
街
を
訪

れ
る
方
が
一
度
は
立
ち
寄
る
市
役
所
に

設
置
す
る
こ
と
で
、創
業
に
関
心
を
持

ち
、将
来
の
選
択
肢
と
す
る
人
も
で
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
と
境
遇
が

似
て
い
る
方
の
創
業
事
例
を
見
て「
実
際

そ
ん
な
に
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
い
の
か

も
、や
っ
て
み
よ
う
か
な
？
」と
い
う
き

っ
か
け
に
も
な
り
得
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
度
４
５
５
校
、４
９
９
６
件

の
応
募
と
な
っ
た「
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
は
、若
者
の
創
業

マ
イ
ン
ド
向
上
を
目
的
に
県
内
か
ら
は
県

立
彦
根
東
高
等
学
校
な
ど
計
５
校
が
参

加
、県
立
大
津
商
業
高
等
学
校
の
チ
ー
ム

が
ベ
ス
ト
10
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
あ
る
地
域
で
は
、商
工
会
議
所
と
連
携

し
、公
庫
職
員
と
経
営
指
導
員
が
高
校
生

に
授
業
を
し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

地
域
の
課
題
や
そ
の
解
決
方
法
に
つ
い

て
詳
し
い
経
営
指
導
員
が
、高
校
生
が
考

え
た
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
に
対
し
て
助

言
を
行
う
こ
と
で
、地
元
に
関
心
を
も
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
参
加
者
の
中
に
は
、グ
ラ
ン

プ
リ
参
加
を
き
っ
か
け
に
起
業
し
、地
元

に
残
り
、地
域
を
け
ん
引
す
る
若
手
起
業

家
等
も
で
て
き
て
い
ま
す
。
若
年
層
へ

の
起
業
教
育
と
し
て
、彦
根
で
も
各
所
と

連
携
し
つ
つ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
近
年
、滋
賀
県
で
は
少
子
化
の
影
響
で

高
校
が
全
県
一
区
と
な
り
、結
果
進
学
先

は
県
南
志
向
に
あ
り
ま
す
。そ
の
生
徒
た

ち
は
次
に
京
阪
の
大
学
へ
進
学
す
る
。そ

う
す
る
と
滋
賀
に
戻
る
よ
り
も
そ
こ
で
働

く
ほ
う
が
良
い
よ
ね
、と
い
っ
た
こ
と
が

現
実
と
し
て
起
こ
っ
て
い
ま
す
。滋
賀
県

全
体
で
喫
緊
の
課
題
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
公
庫
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
を

▶創業パネル展

▶７月24日 近畿地方整備局にて

▶両知事の会談

▶中川副会頭（左）と両知事

▶高校生ビジネスプラン・グランプリ。過去開催の様子。

令和５年度
介護職員の働きやすい
職場環境づくり
厚生労働大臣表彰奨励賞

鈴木ヘルスケアサービス
株式会社

宮
園
等
を
見
学
後
、ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学

連
合
日
本
セ
ン
タ
ー
に
て
留
学
生
と
交

流
、続
い
て
関
係
者
と
の
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。当
所
か
ら

は
、滋
賀
県
商
工
会
議
所
連
合
会
を
代
表

し
て
中
川
副
会
頭
が
出
席
し
、知
事
ら
と

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
友
好
を
深
め
ま

し
た
。

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会　
正
副
部
会
長
会
議

７
月
28
日　
当
所
に
て

ひ
こ
ね
起
業
塾

７
月
28
日
、８
月
５
日
・
19
日　
当
所
に
て

世
界
遺
産
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

７
月
31
日　
当
所
に
て

正
副
会
頭
会
議

８
月
３
日　
当
所
に
て

常
議
員
会

８
月
３
日　
当
所
に
て

彦
根
ゆ
か
た
ま
つ
り

８
月
６
日　
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
に
て

金
属
工
業
部
会
議
員
懇
談
会

８
月
８
日　
鮨
割
烹
銀
水
に
て

化
学
・
素
材
工
業
部
会　
会
員
企
業
視
察

研
修
会

８
月
９
日　
水
谷
醤
醸
造
場
・
蔵
元
藤
居

本
家
に
て

彦
根
ク
ラ
ブ
納
涼
例
会

８
月
21
日　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
彦
根
に
て

第
１
回
会
費
賦
課
審
査
委
員
会

８
月
28
日　
当
所
に
て

国
道
８
号
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
中
央
要
望

８
月
31
日　
財
務
省
・
国
土
交
通
省
・
衆
参

議
員
会
館
に
て

販
路
開
拓
に
向
け
た

事
業
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー

９
月
４
日　
当
所
に
て

中
小
企
業
に
お
け
る「
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
」

対
策
セ
ミ
ナ
ー

９
月
５
日　
当
所
に
て

国
道
８
号
バ
イ
パ
ス
彦
根
・
東
近
江
間
整

備
促
進
連
絡
会
役
員
会

９
月
６
日　
当
所
に
て

正
副
会
頭
会
議

９
月
６
日　
当
所
に
て

当
所
と
し
て
の

今
後
の
取
り
組
み

　
和
歌
山
県
の
田
辺
市
で
は
、地
域

課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
解
決
す
る
人

材
の
育
成
と
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

創
出
を
目
指
し
、産
学
官
金
で
連
携

し
、た
な
べ
未
来
創
造
塾
と
い
う
形

で
地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
そ
し
て
、卒
業
生
は
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
、活
躍

を
し
て
い
る
と
い
う
。当
所
で
も
昨

年
よ
り
起
業
塾
を
実
施
し
、２
期
目

と
な
っ
て
い
る
が
、多
様
な
起
業
ス

タ
イ
ル
に
応
じ
つ
つ
、彦
根
一
体
と

な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し

て
い
き
た
い
。
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October.2023女性会通信
　９月７日平和書店 アルプラザ彦根にて、会員20名参加のもと
（公財）滋賀県人権センターの山村暁子さんをお迎えし「ハラスメ
ントと人権問題について」の講演会を開催しました。
　言葉の捉え方や理解の違い、様々な立場の違いや力関係が錯
綜する場所で誤解が生じ、ハラスメントはいつでも発生します。発
生しにくい環境を作るには、対話をして望ましい人間関係をつくり
お互いの人格を尊重することを学びました。
　取り組みの基本としては、早めの対応が必要で、関係当事者の
対話による関係修復をめざすこと、身近に相談できる人が一人で
もいることで状況は大きく変わります。
　自分の考えを話し、人の意見をよく聞き、相手を受け入れる姿
勢が大切で、ＡＩと会話をする時代ではありますが、思いやりのあ
る対話をすることが必要だと、今回ハラスメントの講義を受け改
めて対話の重要性を学びました。
　　　　　　 　　　　　　　　　　㈱田中家石材　田中圭子

女性経営者向けハラスメント対策研修を開催！
ハラスメントを防ぐ組織の取り組み（個々の権利としての人権
を保障する取り組み）
●トップのメッセージ（トップの姿勢）●就業規則の整備（関係
規定を作る）●事実把握●研修・啓発●相談体制の整備と迅
速・適切な対応

ハラスメントを防ぐ個人の取り組み
●職場での望ましい人間関係をつくる●お互いの人格を尊重し
認める

火
縄
銃
の
産
地
見
学
＆
偉
人 

雨
森
芳
洲
の
歴
史
を
学
ぶ

　
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会（
勝
見
英
俊

会
長
）は
、８
月
23
日
に
国
友
鉄
砲
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
並
び
に
、東
ア
ジ
ア
交
流
ハ
ウ
ス

雨
森
芳
洲
庵
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
鉄
砲
の
産
地
で
あ
る
長
浜
市
の
国
友
が
、

ど
の
よ
う
に
し
て
鍛
冶
師
か
ら
鉄
砲
の
生

産
を
進
め
て
い
っ
た
の
か
、初
め
て
火
縄

銃
を
見
た
鍛
冶
職
人
が
、銃
尾
を
ふ
さ
ぐ

た
め
の
ネ
ジ
が
必
要
で
あ
る
も
、そ
の
作

り
方
が
分
か
ら
ず
、苦
労
の
末
鉄
砲
に
必

要
な
ネ
ジ
の
大
量
生
産
を
可
能
と
し
た
こ

と
か
ら
、火
縄
銃
の
製
造
が
広
ま
っ
て

い
っ
た
と
い
う
歴
史
を
解
説
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
現
存
す
る
火
縄
銃
の
中
で
も
、国
友
で

製
作
さ
れ
た
も
の
は
技
術
力
の
高
さ
に
裏

付
け
ら
れ
、カ
ラ
ク
リ
の
細
工
が
精
工
で

あ
る
と
共
に
手
に
な
じ
み
、使
い
勝
手
の

良
い
火
縄
銃
で
あ
る
と
現
代
で
も
高
評
価

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、日
韓
関
係
が
少
し
ず
つ
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
昨
今
、雨
森
芳
洲
が
儒
学

を
学
び
朝
鮮
と
の
交
流
を
深
め
た
実
績
は
、

今
日
で
も
大
き
な
成
果
と
な
っ
て
お
り
、

韓
国
の
歴
代
大
統
領
が
雨
森
芳
洲
を
偉
人

と
し
て
発
言
さ
れ
る
場
面
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
も
大
き
な
功
績
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
事
業
を
進
め
る
上
で
も
、過
去
の
歴
史
・

文
化
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
、円
滑
な

事
業
展
開
に
繋
が
る
場
面
も
あ
る
こ
と
か

ら
、情
報
収
集
と
正
し
い
理
解
を
心
が
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

青年部通信 YEG October.2023

目
指
せ
、彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
！
巨
大
ア
ー
ト
に
み
ん
な
で
挑
戦
！ 

彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３

　
８
月
27
日
彦
根
市
金
亀
公
園
に
て
、

「
彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
フ
ェ
ス
タ
２

０
２
３
」を
開
催
し
ま
し
た
。本
事
業

は
、彦
根
市
民
の
か
け
が
え
の
な
い
宝

物
で
あ
る「
彦
根
城
」を
、未
来
へ
繋
い

で
い
く
た
め
、「
彦
根
城
世
界
遺
産
登

録
」に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
に
彦
根
城

へ
の
興
味・関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、

登
録
へ
向
け
て
機
運
醸
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
彦
根
鉄
砲
隊
に
よ
る
古
式
砲
術
の
号

砲
で
開
会
し
た
本
事
業
の
会
場
内
に

は
、メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
中
心
に
飲
食

エ
リ
ア
や
マ
ル
シ
ェ
エ
リ
ア
が
設
け
ら

れ
、老
若
男
女
問
わ
ず
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
「
竹
水
鉄
砲
制
作
教
室
」で
は
、江
戸

時
代
か
ら
伝
わ
る
竹
水
鉄
砲
の
製
作
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、子
ど
も
た
ち

は
自
作
の
竹
水
鉄
砲
で
射
的
を
し
た

り
、飛
ば
し
た
水
の
飛
距
離
を
競
っ
た

り
し
て
、思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
彦
根

城
ク
イ
ズ
大
会
」で
は
、彦

根
城
に
ま
つ
わ
る
様
々
な

ク
イ
ズ
が
出
題
さ
れ
、豪

華
景
品
の
獲
得
を
目
指
し

て
多
く
の
方
が
挑
戦
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
事
業
の
目
玉
で
あ
る

「
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
に
挑

戦
！
」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

彦
根
市
内
の
小
中
学
校
や

介
護
施
設
な
ど
か
ら
集
め

た
総
数
１
，０
０
０
枚
以

上
の
赤
色
の
用
紙
を
、20

ｍ×

20
ｍ
の
大
き
な
画
用

紙
に
張
り
付
け
、巨
大
な

彦
根
城
を
作
り
上
げ
ま
し

た
。
こ
の
赤
色
の
用
紙
に

は
、１
枚
１
枚
に
彦
根
の

好
き
な
所
や
思
い
出
な
ど
が
描
か
れ
て

お
り
、彦
根
市
民
が
正
に
一
体
と
な
っ

て
彦
根
城
を
形
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
記
念
撮
影
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、高

所
作
業
車
の
上
か
ら
本
物
の
彦
根
城
を

背
景
に
、ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
と

一
緒
に
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
囲
ん
で
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、彦
根
城

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る

「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」が
登
場
し
、会
場
に
華

を
添
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
開
催
に
あ
た
り
、担
当
委
員

会
の
み
な
ら
ず
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

全
員
の
多
大
な
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、成
功
に
導
け
た
の
だ
と
常
々
実
感

し
て
い
ま
す
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、イ
ベ
ン
ト
は
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、彦
根
城
の

▶巨大モザイクアート

▶彦根鉄砲隊演武

▶モザイクアート作成
▶東アジア交流ハウス雨森芳洲庵  見学会

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
は
、ま
だ
ま

だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
課
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に

は
、本
事
業
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経

験
を
糧
に
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
が
彦
根
の

一
市
民
と
し
て
中
心
に
な
っ
て
、彦
根

城
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
新
た

な
歩
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

『
目
指
せ
、彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
！
』

　
　
　
　
　
㈱
髙
木
造
園　
髙
木
慎
吾

『商工会議所福祉制度キャンペーン』
実施のお知らせ！

　ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を
10/2～11/30に実施いたします。本キャンペーンは、
『商工会議所福祉制度』を会員の皆様にご理解いただ
き、会員事業所の福祉向上にお役立ていただくことを
主な目的としています。
　『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の
保障や退職金準備他、入院・介護・老後に備えた様々
な保障ニーズにお応えするものです。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当
社員がお伺いした際には、ぜひご協力いただきますよう
お願い申しあげます。

ー
Ｇ
Ａ
Ｔ
彦
根
ー

不
易
流
行
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ガ
ジ
ン

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
会
員
募
集
中
で
す
。

経
済
情
報
を
は
じ
め
、リ
ア
ル
タ

イ
ム
な
情
報
も
発
信
し
て
お
り

ま
す
。（
登
録
無
料
）

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制
　度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議所および
　アクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

【連絡先】 彦根商工会議所 共済担当  TEL22-4551
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確認しましょう！最低賃金
滋賀県最低賃金令和５年10月１日から

967円
時間額前年比

40円UP

＊賃金引上げを支援する業務改善助成金について
　詳しくはコチラ
　https://pc.saiteichingin.info/chusyo/

＊労働者負担・事業主負担の保険料率も変更になります
　詳しくはコチラ
　https://www.mhlw.go.jp/content/001050206.pdf

賃金の引上げにともなって下記もご案内します

常用･パートなど雇用形態を問わず、県内の事業所に
雇用される全ての労働者に適用されます。

日商簿記１級に見事合格！
おめでとうございます！

彦根翔西館高校３年生 西澤 有哉さん
6月11日施行の第164回日商簿記検
定試験にて１級に合格されました。
西澤さんは「今回が２回目の受験で、
１回目の時とても悔しかったので頑張
りました。努力がむくわれました。将
来は滋賀県を支えていけるような公認
会計士になりたいです。」とコメント
されました。

▶磯田道史氏

▶沼尾会頭による主催者挨拶

▶旭堂南海師

　
９
月
12
日
、ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
に

て
彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
、そ

の
魅
力
や
価
値
を
学
ぶ
た
め
の
近
江
ヒ

ス
ト
リ
ア
講
座「
磯
田
道
史
講
演
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　
歴
史
学
者
の
磯
田
道
史
氏
よ
り「
彦
根

城
の
歴
史
的
意
義
と
価
値
」、講
談
師
の

旭
堂
南
海
師
よ
り「
開
国
の
元
勲  

井
伊

直
政
」を
テ
ー
マ
に
、講
演
・
講
談
い
た

だ
き
、当
日
は
足
元
の
悪
い
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、約
９
０
０
名
の
参
加
者
に
来

場
い
た
だ
き
、大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
の
主
催
者
挨
拶
で
は
、沼
尾
会
頭

よ
り
、現
在
の
彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
に

つ
い
て
の
現
状
と
、考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
に
つ
い
て
等
を
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

彦
根
城
の
歴
史
的
意
義
と
価
値
を
学
ぶ 

近
江
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座「
磯
田
道
史
講
演
会
」を
開
催
！

　
続
い
て
旭
堂
南
海
師
の
講
談
で
は
、彦

根
藩
初
代
藩
主　
井
伊
直
政
公
を
中
心

に
、井
伊
家
に
つ
い
て
面
白
く
巧
み
な
話

芸
に
よ
り
、楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、今
回
の
メ
イ
ン
で
あ
る
磯
田

道
史
氏
に
よ
る
講
演
で
は
井
伊
直
政
公

を
は
じ
め
と
し
た
井
伊
家
の
歴
史
や
、彦

根
城
の
歴
史
、特
徴
や
見
ど
こ
ろ
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
、「
天
守
・
御
殿
・
大
名
庭
園
・
藩

校
・
武
家
屋
敷
・
足
軽
組
屋
敷
・
町
家
と

フ
ル
セ
ッ
ト
で
現
存
し
て
い
る
の
は
貴

重
で
あ
る
」こ
と
、「
近
世
城
郭
で
は
稀
な
、

巨
大
な
堀
切
が
残
り
、鉢
巻
石
垣
が
残
っ

て
い
る
の
は
江
戸
城
と
彦
根
城
だ
け
だ
」

と
い
う
こ
と
な
ど
を
歴
史
学
者
な
ら
で

は
の
視
点
も
交
え
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、19
世
紀
の
滋
賀
の
男
性
識
字
率

が
90
％
に
上
っ
て
い
た
と
の
資
料
を
用

い
な
が
ら
、「
彦
根
は
文
化
が
あ
る
ま
ち

で
、昔
か
ら
民
度
が
高
か
っ
た
」な
ど
の

見
解
も
述
べ
ら
れ
、様
々
な
観
点
か
ら
彦

根
城
と
、彦
根
と
い
う
ま
ち
に
つ
い
て
改

め
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
最
後
に
、閉
会
挨
拶
で
は
世
界
遺
産
の

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
木
村
委
員
長
よ
り

「
第
１
の
開
国
は
直
政
、第
２
の
開
国
は

直
弼
、第
３
の
開
国
が
彦
根
城
世
界
遺
産

登
録
と
し
て
、皆
さ
ん
で
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！
」と
総
括
さ
れ
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

10 月 26日

開催日 セミナー名 受講のポイント

●離職率をたった１年で７％減！スシロー伝説のトレーナーより直伝！
●スグに実践できる「定着率を上げる３つの秘訣について」

●プレスリリースの具体的な活用方法について
●商品やサービスの強みを活かしたコンセプトの明確化につなげます！

10 月 27日

11月 15日

●ゼロから学ぶ広報・プレスリリースの基礎知識
●地元事業所のプレスリリース事例を交えて解説します！

プレスリリースセミナー
（初級編）

11 月 24日
●仕事のパフォーマンスを上げる睡眠の法則
●今日から実践！新しい睡眠の習慣を身につけましょう！

睡眠×業務効率改善セミナー

組織マネジメントセミナー

プレスリリースセミナー
（実践編）

彦根商工会議所  ビジネススクールのお知らせ

※各セミナーの詳細は、別途今月号会報誌折込チラシにてご案内
　いたします。
※セミナーの開催期間、開催テーマは変更する場合があります。

１月～３月　会議所ビジネススクール（予定）
事業計画策定セミナー、SNS活用セミナーなどを
計画中！ ぜひご参加ください！

彦根青年会議所からのお知らせ

「交流都市と彦根の観光と物産展」と協力し、彦根を中心とした２市４町の
地域資源をあつめたフェスタを開催！地域資源の魅力を体験していただけます！

2023.11.３.fri.
10：00～16：00（雨天決行・荒天中止）
会場／ひこね市文化プラザ駐車場

気球体験
無料

ひこねの魅力万博
参加
無料

当日は、ヒーローショーの他、
● ブース出展
　彦根オリジナルに触れる無料体験コーナーを設置！

● よさこいチーム飛竜
● 彦根総合高校　書道部
● 滋賀県立大学　吹奏楽部
● Studio SWAGによるパフォーマンス予定
他にも、チョークアート、木工クラフト、カロムなど
様々な体験もできます♪

気球本体に世界遺産
登録を推進するロゴ
マークを展示し、記念
撮影を行います。

彦根市    チョークアート体験

　　　　お茶体験（直弼公茶の湯会）

               カロム体験（日本カロム協会）

多賀町　木工クラフト体験（高取山ふれあい公園）

豊郷町   おりがみ体験（ののすておりがみ屋）　

愛荘町　せっけんつくり体験（ヤマダ油脂）

米原市　ニジマスつかみ体験（醒井養鱒場）

主催　公益社団法人彦根青年会議所  〒522-0063彦根市中央町3-8 彦根商工会議所3F
         TEL.0749-22-7522  FAX.0749-22-9018  Webサイト https://www.hikonejc.or.jp

滋賀県立大学  吹奏楽部 よさこいチーム飛竜彦根総合高校  書道部

彦根城世界遺産登録推進！
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【彦根事務所】彦根市平田町 410-6／e-mail : info@ootuji.com
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事
業
継
承

Ｍ
＆
Ａ
・

随時予約受付中 初めてのご利用の方に限りお1人様1時間のみの
相談とさせていただきます

TKC全国会 大辻税理士法人 担当税理士 大辻 正樹
田井 尊之

M&A・事業継承 無料相談会

　2025年４月13日から、大阪の夢洲にて開催される大阪・関西
万博について一般参加催事が募集開始されました。
 　「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに、国・地域、文化、
人種、性別、世代、障がいの有無にかかわらず、多様な方々の社
会課題解決未来創造への挑戦を応援する場を提供します。
　万博を通じ、挑戦者の想いを社会が後押しすることで、共感の
輪が広がり社会課題解決のキッカケとなることを目指し、ワクワ
クする未来を身近に感じられるよう、参加型・発表型・展示型な
ど幅広い体験の場を心揺さぶるエンターテインメントで表現し、
繋がりを生み出せる力のあるイベントを集めたいと思います。

参加型のイベントでは
「まつり」など地域のコミュニティが一体となって参加できる場
を提供。
地域の魅力や文化を表現したり語り合ったり、アイデアと情熱
が結集し、社会課題へのアプローチを共創しましょう。
例／祭り、ワークショップ、パレードなど
発表型のイベントでは
挑戦者のアイデアやストーリーを発信する場を提供いたします。
自分の想いや考えをエンターテインメントで表現し、未来へ向
けてメッセージを発信しましょう。
例／ダンス、舞踊などの演目発表、プレゼンテーションスタイ
ル、音楽コンサート、お笑いイベントなど
展示型のイベントでは
多様な文化や芸術の発表の場を提供します。展示会方式、アー
トインスタレーションなど地域の伝統と新しい表現形式が融
合し、未来への展望を示しましょう。

《募集要項》
募集期間
2023年９月15日（金）12：00～12月31日（日）   11：59
参加催事の種類：あらゆる形態・ジャンルの催事を募集します。
メタバース空間での展開：バーチャル催事として催事展開する
ことも可能です。
詳細はこちらをご確認ください。
https://www.expo2025.or.jp/sponsorship/event/

大阪・関西万博 一般参加催事 募集のお知らせ

【お問い合わせ】  日本貿易振興機構（JETRO）滋賀貿易情報センター　
　　　　　　　  TEL：0749-21-2450　FAX：0749-27-3750　Email：SIG@jetro.go.jp

STEP1. まずは登録要領を確認いただき、 申し
込みページ（以下のURL)からお申し込み
 　　　  

STEP2. 登録フォームが送られてくるので貴
社の情報をメールで、同意書は郵送等で提出
STEP3. 登録の可否についてジェトロ滋賀より
通知が来ます

リスト登録までの３STEP

こんな事業者様の登録をお待ちしています！

海外バイヤーに向けた商品訴求動画・SNSを作成できるクリエーター
SNSなどを通じて多言語で商品をPRできる営業代行事業者
商品撮影できるカメラマン／スタジオ
輸出初心者の事業を初期費用なしでサポートできる国内商社
初輸出の小口の荷物でも親身に相談できる物流事業者
商品のコンセプトを理解して最適な表現を提案できる通訳・翻訳者

　ジェトロ滋賀では、滋賀県内の輸出を希望する
事業者を支援するため、輸出のサポートが可能な
滋賀県内の国内商社、物流企業、通訳・翻訳事業
者等を掲載した「ジェトロ滋賀輸出関連サービス
事業者リスト」を作成し、その情報を希望者に対
し提供します。

ジェトロ滋賀
輸出関連サービス 事業者登録のお願い

貴社の営業・広報の一部として

https://www.jetro.go.jp/customer/
act?actId=B0061405S

《オンラインにて説明会開催》
10月17日（火）15：30～16：30
詳しくはこちらをご確認ください。
https://www.osaka.cci.or.jp/event/seminar/
202309/D24230912018.html

2025大阪万博開催地「夢州」

一般社団法人

https://oh-mi.org

観光庁補助事業で外部専門人材１名を雇用！
アフターコロナのインバウンド誘客本格再始動
● 本年度４月より観光庁の補助事業を
受託し、外部専門人材を１名雇用し、イン
バウンド誘客を本格再開しました。雇用
したのは、オーストラリアやオランダ、ニ
ュージーランドの政府観光局でインバウ
ンドやマーケティング部門の職を歴任さ
れた浅岡正男氏。浅岡氏と連携し、アフ
ターコロナのインバウンド誘客を推進す
るため、体験商品開発や、旅行会社・ラ
ンドオペレーター等への営業を実施して
います。
● 本年度のこれまでの誘客事例としては、
米原駅から彦根城までの自転車ツアー
（アメリカ）や豆腐づくり体験（スイス）、
近江牛視察ツアー（ポルトガル）等の個
人客向けツアー手配の他、学校交流事業
（アメリカ）やクルーズ乗船客向け日帰り
ツアー（欧米）、宿泊（マレーシア）等の
団体客向け手配も実施中。また、旅行会

社担当者を招聘し、各事業者・施設・体
験を視察いただき、各会社が販売する日
本周遊ツアーに組み込んでいただく取組
等も行っています。近々では特に、学校
交流事業や企業視察の問合せが多く、
アメリカ、フィリピン、台湾等、様々な国か
らのニーズを受けているところです。
● 体験商品開発においては、昨今の傾向
である「付加価値の高い探求型体験」
「ビギナーからアドバンスへ」というより
深い体験商品の開発を目指し、湖東湖北

の５市４町の観光協会様・DMO様と連
携・相談し、事業を進めています。
● 2023年上半期の訪日外国人旅行者
は推計で1071万2000人と言われ、
1000万人を超えるのは新型コロナ感染
拡大前の2019年以来、4年ぶり。コロ
ナ渦で準備してきたことを、この好機に
しっかりと世界にプレゼンし、2025年
の大阪・関西万博や、2027年の彦根城
世界遺産登録に向け、誘客をしっかりと
進めてまいります。




